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水の日・水の週間関連情報はウェブサイトへ

渇水を通じて水の有効利用を考える

令和元年8月1日（木）
）03:31場開（ 51:71-00:41日

催
開

パークタワーホール
（東京都新宿区西新宿3-7-1）※裏面参照場

会

入場無料（事前申込制）加
参

典
式 主催者挨拶

全日本中学生水の作文コンクール表彰式など

東京大学名誉教授 虫明 功臣 先生
部
一
第

基調講演

佐藤 克英 氏 内閣官房水循環本部事務局長

平林 由希子 氏 芝浦工業大学土木工学科教授

金尾 健司 氏 水資源機構理事長

渡邉 紹裕 氏 京都大学名誉教授・
熊本大学特任教授

パネルディスカッション

※五十音順

「渇水を通じて水の有効利用を考える
　　　　~水を賢く使う、長く使う～」

「1964東京オリンピックを前にした水危機の克服
　　　　~政官民が英知を結集した対応~」

笹川 みちる 氏
コーディネーター

パネリスト

NPO法人雨水まちづくり
サポート理事

水を考えるつどい
令和元年度「水の日」記念行事

尾根田 勝 氏 東京都水道局特命担当部長

　平成26年の水循環基本法の制定や平成27年の水循環
基本計画の策定を経て、流域で水循環を一体的に捉え、
その維持・回復を図る取組や、それを地域の活性化に結
びつけていく試みが行われています。
　第43回水の日を記念して開催される「水を考えるつど
い」では、水の作文コンクール受賞者表彰の後、「渇水を通
じて水の有効利用を考える」をテーマとして、東京大学名
誉教授の虫明功臣先生の基調講演と有識者によるパネル
ディスカッションを行います。

※渇水による社会的な影響、オリンピックが与える影響、ハ
ード・ソフト対策等について、学識経験者、行政から事
例を報告。
※渇水に備えて（平常時）、また、渇水発生時（緊急時）
に取るべき市民の行動について提案。

第
二
部

※予告なく内容を変更する場合がございます。

総合司会：篠崎菜穂子 氏
（アナウンサー）



パークタワーホール

・JR線「新宿」駅南口から徒歩 約12分

・都営新宿線・京王新線「新宿」駅から徒歩 約10分

・京王新線「初台」駅から徒歩 約8分

・都営大江戸線「都庁前」駅 A4出口から徒歩 約8分

・小田急線「参宮橋」駅から徒歩 約10分

※駐車場はありませんのでご注意ください

〒163-1001　東京都新宿区西新宿3-7-1

定員になり次第申込みを締め切ります

会場アクセス

TEL ： 048‐600‐6513

水の週間実行委員会事務局

e‐mail : info@mizunohi.jp

申 込 先

メールにて受付いたします。必要事項を記入のうえ、 
７月２1日（日）１７時までにお送りください。 

①氏名（ふりがな）〔団体でのお申込みの場合は連絡担当者の氏名〕

②電話番号

③職場・会社名 〔団体でお申込みの場合のみ記入〕

④参加人数及び参加者全員の役職と氏名（ふりがな）〔団体でお申込みの場合のみ記入〕

※申し込まれた方は、水の週間実行委員会事務局から返送するメールを印刷し、

　当日控えとして持参ください。 

参加申込方法

https://www.ozone.co.jp/parktowerhall/access.htmlURL
※会場への入場受付は13時30分からお願いいたします。
　時間に余裕をもってご来場ください。

※JR新宿駅南口、都営新宿線・京王新線新宿駅から都庁方面へ地下道「ワンデー
　ストリート」を通り、ワシントンホテル出口から地上に出られると便利です。


